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改
憲
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改
憲
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破
壊
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い
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｢

リ
ハ
ビ
リ
中
止
は
死
の
宣
告｣

｢

受
診
我
慢
の
末 

死
亡｣

｢

格
差
社
会｣

へ
の
怒
り
に
怯
え

強
行
ひ
る
ん
だ
小
泉
政
権

夏
〜
秋
へ
、
医
療
・
福
祉
労
働

者
の
た
た
か
い
の
う
ね
り
を

共
謀
罪
新
設
、
教
育
基
本
法
の

改
悪
阻
止
し
た
の
は
成
果

　

医
療
・
福
祉
の
職
場
で
働
く
す
べ
て
の
皆

さ
ん
！

　

小
泉
政
権
は
今
春
の
通
常
国
会
で
「
医
療

制
度
改
革
関
連
法
」
を
強
行
成
立
さ
せ
ま
し

た
。
高
齢
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
医
療
の

破
壊
。
徹
底
的
に
高
齢
者
か
ら
む
し
り
取
る

だ
け
で
な
く
、
混
合
診
療
を
拡
大
し
て
戦
後

医
療
制
度
を
根
本
か
ら
破
壊
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
法
案
が
通
っ
て
も
反
対
を
貫
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　　

こ
の
２
つ
の
言
葉
は
、
医
療
・
福
祉
の
破

壊
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
表
し
て
い
ま
す
。

　

「
リ
ハ
ビ
リ
中
止
は
死
の
宣
告
」
は
、
４

月
８
日
付
朝
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
、
多
田

富
雄
・
東
大
名
誉
教
授
の
投
稿
で
す
。
自
ら

脳
梗
塞
の
後
遺
症
と
た
た
か
う
立
場
か
ら
、

４
月
診
療
報
酬
改
定
で
、
多
く
の
患
者
が
死

の
宣
告
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
告
発
し
て
い

ま
す
。
「
受
診
我
慢
の
末
死
亡
」
も
７
月
５

日
付
の
同
紙
記
事
で
す
。
国
保
の
保
険
料
滞

納
を
理
由
に
保
険
証
を
取
り
上
げ
ら
れ
「
資

格
証
明
書
」
を
交
付
さ
れ
た
人
が
、
受
診
抑

制
で
死
ん
で
い
っ
て
い
る
、
と
い
う
現
実
を

と
り
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
左
の
写
真
は
、
４
月
の
介
護
保
険

法
の
改
悪
で
、
高
齢
者
か
ら
介
護
が
奪
わ
れ

て
い
っ
て
い
る
現
実
の
一
端
を
表
し
て
い
ま

す
。
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
よ
っ
て

も
、
す
さ
ま
じ
い
障
害
者
福
祉
の
破
壊
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
職
場
で
大
変
な
こ
と
が
起
き
て

い
ま
す
。
こ
ん
な
ひ
ど
い
医
療
・
福
祉
政
策

は
絶
対
に
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

６
月
18
日
に
閉
幕
し
た
第
１
６
４
回
通
常

国
会
は
医
療
制
度
改
悪
２
法
案
の
ほ
か
に
も
、

行
革
関
連
３
法
案
、
改
悪
入
管
法
な
ど
の
悪

法
の
成
立
が
強
行
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
最

大
の
攻
防
点
で
あ
っ
た
、
共
謀
罪
新
設
、
教

育
基
本
法
改
悪
案
の
強
行
を
突
破
口
に
、
一

気
に
国
民
投
票
法
を
成
立
さ
せ
、
９
条
改
憲

に
突
き
進
も
う
と
す
る
攻
撃
は
阻
止
す
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
衆
院
で
３
分
の
２
以
上

と
い
う
自
公
の
数
の
力
を
も
っ
て
し
て
も
強

行
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

今
や
労
働
者
の
４
人
に
１
人
が
年
収
１
５

０
万
円
以
下
の
生
活
を
強
い
ら
れ
、
貯
蓄
ゼ

ロ
の
世
帯
が
全
世
帯
の
４
分
の
１
と
い
う
現

実
。
超
長
時
間
労
働
が
常
態
化
し
、
過
労
死

や
自
殺
者
が
続
出
し
、
病
気
に
な
っ
て
も
医

者
に
も
か
か
れ
な
い
人
が
増
え
て
い
る
と
い

う
現
実
。
労
働
者
階
級
全
体
の
貧
困
化
が
急

激
な
勢
い
で
進
む
一
方
で
資
本
家
階
級
は
ま

す
ま
す
裕
福
に
な
っ
て
い
ま
す
。
「
格
差
社

会
」
と
呼
ば
れ
る
現
実
が
ま
す
ま
す
拡
大
し

て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
労
働
者
・
民
衆

の
現
実
と
存
在
を
背
景
と
し
て
、
広
範
な
労

働
者
・
民
衆
が
民
営
化
と
改
憲
攻
撃
へ
の
危

機
感
を
も
っ
て
決
起
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

今
春
、
ド
イ
ツ
医
師
連
盟
の
３
か
月
に
わ

た
る
波
状
的
ス
ト
ラ
イ
キ
と
デ
モ
、
フ
ラ
ン

ス
で
３
０
０
万
人
の
青
年
の
決
起
を
は
じ
め

と
し
て
、
全
世
界
で
民
営
化
・
非
正
規
雇
用

・
社
会
保
障
切
り
捨
て
に
た
い
す
る
闘
い
が

わ
き
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
小
泉
政
権
は
、
日

本
の
労
働
者
・
民
衆
の
な
か
か
ら
、
こ
う
し

た
国
際
労
働
運
動
に
連
動
す
る
、
激
し
い
怒

り
の
決
起
が
開
始
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
お

そ
れ
、
強
行
成
立
さ
せ
る
こ
と
を
ひ
る
ん
だ

の
で
す
。
た
た
か
え
ば
勝
て
る
！

　

医
療
・
福
祉
の
職
場
で
働
く
す
べ
て
の
皆

さ
ん
！　

８
・
６
ヒ
ロ
シ
マ
大
行
動
（
前
夜

全
国
医
療
・
福
祉
労
働
者
交
流
会
）
に
集
ま

り
、
改
憲
と
戦
争
動
員
を
阻
む
新
し
い
た
た

か
い
の
う
ね
り
を
つ
く
り
だ
そ
う
。

■高齢者の窓口負担引き上げ

　・現役並み所得の70歳以上の高齢者

　　２割→３割　（06年10月）

　・70歳～74歳の高齢者

　　１割→２割　（08年４月）

　・療養病棟入院の70歳以上の高齢者

　　食費・居住費の自己負担（06年10月）

■高額療養費の自己負担限度額引き上げ

■療養病棟の６割削減　（12年４月）

　介護型全廃・医療型を15万床に削減

■高齢者医療制度の創設　（08年４月）

　75歳以上の全高齢者から保険料徴収

■混合診療の拡大

医
療
制
度
改
悪
の
ポ
イ
ン
ト

４月の介護保険法改悪で、利用者から 強制的

に回収された電動ベッドや車いすが山積みに

（鹿児島市・福祉用具レンタル業者の倉庫）

｢医師のストがエスカレートしている｣
新聞報道もドイツ医師連盟のストライ
キを非難してはいない（５月13日）

８
・
６
ヒ
ロ
シ
マ
大
行
動
に
集
ま
ろ
う

憲
法
の
改
悪
を
と
め
よ
う
！  

ヒ
ロ
シ
マ
の
力
で

 

８
・
６　

12
時
30
分
〜　

本
集
会

　
　
　
　

  

広
島
県
立
総
合
体
育
館
・
小
ア
リ
ー
ナ

　
　
　
　
　
　
　

       

集
会
後　

平
和
公
園
ま
で
デ
モ

　

８
・
５　
　

全
国
医
療･

福
祉
労
働
者
交
流
集
会

　

                

18
時
〜　

ア
ス
テ
ー
ル
プ
ラ
ザ　

４
階
・
大
広
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　

              

（
広
島
市
中
区
加
古
町
４
ー
17
）



｢テロ｣をあおった戦争訓練を拒否しよう｢テロ｣をあおった戦争訓練を拒否しよう｢テロ｣をあおった戦争訓練を拒否しよう
｢北朝鮮ミサイル実験｣を口実とした経済制裁・戦争策動を許さない

法
政
大
学
と
警
視
庁
、
延
べ
37
人
の
学
生
を
不
当
逮
捕

「
退
学
処
分
撤
回
」
「
教
育
基
本
法
粉
砕
・
改
憲
阻
止
」

 

へ
の
弾
圧
に
対
し
、
法
大
生
千
人
の
怒
り
が
爆
発
し
た

　

医
療･

福
祉
職
場
に
働
く
す
べ
て
の
皆
さ
ん
。

　

５
月
30
日
「
米
軍
再
編
」
閣
議
決
定
を
期
に
、

い
ま
全
国
の
自
治
体
が
一
斉
に
「
国
民
保
護
計

画
」
の
市
区
町
村
版
の
作
成
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

全
都
の
自
治
体
に
先
駆
け
て
杉
並
区
で
発
表

さ
れ
た
「
杉
並
区
国
民
保
護
計
画
骨
子
」
等
に

よ
れ
ば
、「
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
荻
窪
に
着
弾
」「

地
下
通
路
で
の
化
学
テ
ロ
」「
杉
並
公
会
堂
に
天

然
痘
ウ
ィ
ル
ス
・
テ
ロ
」「
都
内
複
数
区
へ
の
侵

攻
・
占
領
」
な
ど
と
「
想
定
」
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
明
ら
か
に
03
年
６
月
に
制
定
さ
れ
た
有

事
法
制
「
武
力
攻
撃
事
態
」
下
の
自
衛
隊
主
導

の
戒
厳
令
訓
練
そ
の
も
の
で
す
。
各
自
治
体
の

「
国
民
保
護
計
画
」
は
こ
の
戦
争
訓
練
を
、
自
治

体
職
員
や
医
療
・
福
祉
の
労
働
者
、
住
民
・
子

ど
も
た
ち
に
強
制
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

戦
争
賛
美
の
「
つ
く
る
会
」
教
科
書
導
入
と
一

体
の
攻
撃
で
す
。
断
じ
て
許
せ
ま
せ
ん
。

　

す
で
に
千
葉
県
で
は
、
今
年
３
月
７
日
、
小

学
生
１
２
５
人
を
「
テ
ロ
リ
ス
ト
上
陸
」
を
想

定
し
た
自
衛
隊
・
警
察
ら
の
戦
争
訓
練
に
動
員

し
、
大
き
な
問
題
に
な
り
ま
し
た
。

　

全
国
の
医
療
・
福
祉
労
働
者
は
、「
国
民
保
護

計
画
」
の
も
と
で
の
ト
リ
ア
ー
ジ
（
戦
時
医
療
）

訓
練
へ
の
動
員
、
お
よ
び
障
害
者
退
避
に
名
を

借
り
た
戦
争
動
員
を
拒
否
し
よ
う

　

こ
う
し
た
中
で
、
７
月
５
日
未
明
か
ら
夜
に

か
け
て
、
北
朝
鮮
（
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和

国
）
に
よ
る
７
発
の
「
ミ
サ
イ
ル
発
射
実
験
」

問
題
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

日
本
政
府
は
、
有
事
体
制
さ
な
が
ら
の
マ
ス

コ
ミ
宣
伝
を
行
い
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
宣
言
に
違
反

し
た
と
し
て
、
即
日
９
項
目
の
「
制
裁
措
置
」

を
発
表
。「
北
朝
鮮
へ
の
圧
力
は
国
際
社
会
の
常

識
」（
７
・
７
安
倍
官
房
長
官
）
と
国
連
を
ま
き

こ
ん
だ
制
裁
の
拡
大
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
02
年
９
月
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
宣
言
で
の

「
互
い
に
安
全
を
脅
か
す
行
動
を
と
ら
な
い
」
と

い
う
確
認
を
破
っ
て
き
た
の
は
日
本
と
ア
メ
リ

カ
で
す
。
小
泉
政
権
は
「
北
に
攻
め
ら
れ
る
」

と
デ
マ
を
あ
お
っ
て
、
次
々
と
戦
争
体
制
を
強

化
し
て
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
日
本
の
03
年

有
事
法
制
定
と
06
年
米
軍
再
編
は
、
あ
か
ら
さ

ま
に
「
北
朝
鮮
・
中
国
脅
威
論
」
を
か
か
げ
て

イ
ラ
ク
戦
争
型
の
先
制
攻
撃
体
制
を
つ
く
ろ
う

と
す
る
も
の
で
す
。
米
日
韓
の
環
太
平
洋
軍
事

演
習
リ
ム
パ
ッ
ク
２
０
０
６
で
は
、
艦
艇
40
隻
、

航
空
機
１
６
０
機
、
潜
水
艦
６
隻
が
参
加
し
、

今
回
の
「
ミ
サ
イ
ル
７
発
」
と
は
比
べ
も
の
に

な
ら
な
い
戦
争
挑
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
い
っ

た
い
誰
が
戦
争
を
や
り
た
が
っ
て
い
る
の
か
、

そ
れ
こ
そ
「
国
際
社
会
の
常
識
」
で
す
。

　

し
か
し
、
北
朝
鮮
の
今
回
の
対
応
は
、
日
米

に
よ
る
戦
争
重
圧
に
追
い
つ
め
ら
れ
た
も
の
と

は
い
え
、
そ
の
焦
り
に
満
ち
た
戦
争
行
為
に
つ

い
て
は
、
到
底
認
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
、
米
・
日
に
よ
る
米
軍
再
編
・
世

界
戦
争
政
策
に
た
い
し
て
、
た
た
か
う
朝
鮮
・

中
国
・
ア
ジ
ア
の
労
働
者
民
衆
と
共
に
国
際
反

戦
闘
争
、
国
際
連
帯
闘
争
を
強
化
し
て
、
こ
れ

を
阻
止
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

医
療
・
福
祉
労
働
者
は
、
か
つ
て
「
従
軍
医

師
・
看
護
婦
」
と
し
て
、
人
の
命
を
奪
う
戦
争

に
協
力
し
、
つ
い
に
は
７
３
１
石
井
部
隊
に
い

き
つ
い
た
負
の
歴
史
を
く
り
返
さ
な
い
た
め
に
、

団
結
し
て
戦
争
協
力
を
拒
否
し
よ
う
。
戦
争
の

た
め
の
憲
法
９
条
改
悪
を
阻
止
し
よ
う
。

杉
並
区
発
表
の｢

想
定
シ
ナ
リ
オ｣

で
は
「
死
者

１
０
０
人
」
な
ど
と
平
気
で
想
定
し
「
鎮
圧
・
強

行
突
入
・
銃
撃
戦
」
な
ど
の
自
衛
隊
の
戦
争
訓
練

に
住
民
を
ま
き
こ
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

超
反
動
法
案
と
の
攻
防
が
激
し
く
闘
わ
れ

た
国
会
攻
防
と
一
体
で
、
法
政
大
学
で
戦
時

下
を
先
取
り
し
た
「
立
て
看
板
規
制
＝
思
想

統
制
」
と
の
た
た
か
い
が
火
を
噴
い
て
い
ま

す　

大
学
当
局
は
警
察
を
導
入
し
、
３
月
29

人
、
６
月
８
人
を
逮
捕
さ
せ
（
い
ず
れ
も
不

起
訴
・
釈
放
）、
さ
ら
に
逮
捕
を
口
実
に
自

宅
謹
慎
処
分
や
退
学
処
分
を
か
け
て
い
ま
す
。

　

法
政
大
生
は
、
連
日
数
百
の
決
起
で
処
分

さ
れ
た
学
生
を
守
り
、
反
動
当
局
と
対
決
し

て
い
ま
す
。
６
月
15
日
は
、「
法
政
か
ら
千

人
の
国
会
デ
モ
を
！
」
の
呼
び
か
け
に
、
警

察
が
４
人
の
学
生
を
不
当
逮
捕
。
学
生
千
人

が
こ
れ
に
抗
議
し
て
た
ち
あ
が
り
ま
し
た
。

▼

▼

キ
ャ
ン
パ
ス
を
埋
め
る
千

人
の
学
生
。
首
都
圏
の
学

生
・
青
年
も
多
数
駆
け
つ

け
た
。（
６
月
15
日
）

 

国
会
に
向
け
て
デ
モ

に
出
発
。
こ
の
あ
と

60
年
安
保
全
学
連
の

デ
モ
隊
と
合
流
。
新

旧
の
全
学
連
が
国
会

前
に
登
場
し
た
。

「
日
本
が
攻
め
ら
れ
る
」
は

侵
略
戦
争
の
た
め
の
デ
マ

ト
リ
ア
ー
ジ
（
戦
時
医
療
）

訓
練
に
反
対
し
よ
う

９
条
改
憲
と
一
体
の
戦
争

訓
練
計
画
に
反
対
し
よ
う

“荻窪に弾道ミサイル攻撃”のデマで戒厳令訓練

医
療･

福
祉
労
働
者
は
職
場
か
ら
戦
争
動
員
拒
否
に
起
ち
あ
が
ろ
う
！

医
療･

福
祉
労
働
者
は
職
場
か
ら
戦
争
動
員
拒
否
に
起
ち
あ
が
ろ
う
！

医
療･

福
祉
労
働
者
は
職
場
か
ら
戦
争
動
員
拒
否
に
起
ち
あ
が
ろ
う
！

戦
前
・
戦
中
、
ひ
ん
ぱ
ん
に
軍
に
よ
る
住
民
へ
の
訓
令

・
戦
争
訓
練
が
お
こ
な
わ
れ
、
総
動
員
体
制
が
つ
く
ら

れ
て
い
っ
た
（
写
真
は
40
年
頃
、
愛
知
県
・
豊
橋
市
）

学生・青年労働者のたたかいが始まった学生・青年労働者のたたかいが始まった学生・青年労働者のたたかいが始まった


